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各クラスの入賞者

合志靂後の納涼懇親会横様

福
島

◆
福
島
支
部

◎
第
4
回
福
島
支
部
管
内
親

善
囲
碁
交
流
会
開
催

平
成
2
9
年
6
月
8
日
郡
山

市
逢
瀬
芯
に
お
い
て
、
第
4

回
福
島
支
部
管
内
囲
碁
サ
ー

ク
ル
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

したー

県
内
の
　
「
福
島
、
郡
山
、
い
わ
き
」
　
の
各
地
区
か

ら
囲
碁
愛
好
家
1
8
名
が
参
加
し
、
棋
力
に
応
じ
3
ク

ラ
ス
に
分
け
て
の
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
■
り

結
果
・
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
金
沢
　
紘
一
（
郡
山
）

準
優
勝
　
有
馬
　
紀
夫
（
い
わ
き
）

B
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
鈴
木
　
道
則
（
福
島
）

準
優
勝
　
家
久
来
孝
次
（
郡
山
）

C
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
松
浦
　
宏
光
（
福
島
）

唯
優
勝
　
山
崎
　
遁
世
（
福
島
）

3
　
会
員
拡
大
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

4
　
不
良
設
備
情
択
提
供
強
調
月
岡
の
取
組
み
状

況
に
つ
い
て

5
　
N
T
T
施
策
「
ひ
ま
わ
り
里
親
7
ロ
ジ
エ
ク

ト
」
　
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

6
　
N
T
T
東
北
ス
ポ
ー
ツ
後
援
会
へ
の
支
援
金

協
力
に
つ
い
て

会
議
終
了
後
、
従
前
か
ら
食
間
廃
油
の
提
供
に
協

力
を
頂
い
て
い
る
、
市
内
春
日
町
「
吉
野
」
　
に
お
い

て
納
涼
懇
親
会
を
行
い
、
会
の
モ
ソ
ト
ー
で
あ
る
「
融

和
と
親
睦
」
を
は
か
り
有
意
義
な
時
間
を
遇
こ
し
ま

し
た

◆
福
島
地
区
電
友
会

◎
第
2
回
役
員
会
開
催

9

月

7

口

N

T

T

山

ト

ビ

ル

I

C

T

ラ

ウ

ン

ジ

「
ア
ベ
ニ
ュ
ー
ル
」
　
に
お
い
て
、
今
年
度
第
2
回
役

員
会
を
開
催
し
ま
し
た

斉
藤
会
長
か
ら
、
今
年
度
も
早
い
も
の
で
L
期
が

ま
も
な
く
終
わ
る
　
下
期
に
向
け
て
の
車
業
の
進
め

方
等
存
意
義
な
会
議
に
し
て
行
き
た
い
と
の
挨
拶
彼

以
卜
の
議
串
仁
よ
り
会
議
を
H
い
ま
し
た

1
　
平
成
軍
年
度
小
葉
計
両
の
進
捗
状
況
と
今
滝

の
進
め
方
に
つ
い
て

り
】
　
平
成
平
年
度
や
節
の
鈍
行
状
況
と
余
興
納
入

状
況
に
つ
い
て
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◎
文
化
講
演
会
開
催

1
n
月
〇
日
ザ
・
セ
レ
ク
ト
ン
福
島
に
お
い
て
　
「
O

B
・
O
G
交
流
会
」
　
の
第
1
部
と
し
て
、
福
㍍
県
危

機
管
理
部
災
害
対
策
課
防
災
専
門
監
渡
迫
勲
氏
を
講

帥
に
お
迎
え
し
、
「
災
害
に
対
す
る
日
頃
の
備
え
」

と
超
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
■
〕

当
日
は
、
台
風
2
1
号
の

影
響
で
参
加
者
の
減
少
を

懸
念
し
ま
し
た
が
、
1
1

2
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
∩
▼お

り
し
も
ム
ロ
風
通
過
後

の
交
通
機
関
の
乱
れ
も
あ

り
、
グ
ソ
ト
わ
′
．
1
ミ
、
／
グ
な
演
題
に
な
ー
り
、
〓
黙
．
両
人
告

発
生
時
の
心
構
え
、
福
鳥
か
抱
え
る
原
発
事
故
の
教

訓
な
と
、
私
た
ち
が
関
心
を
持
二
し
い
る
も
の
て
し

た
の
で
皆
さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
ノ
　
講

演
終
了
後
の
質
問
も
多
数
あ
り
、
予
定
の
時
間
を
1
5

分
も
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
撼
泥
で
し
た
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
が
関
心
の
あ
る
事
柄
を
演
題
と

し
た
講
演
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す．〝
◎
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
開
催

1
0
月
〇
日
福
島
駅
西
口
に
あ
る
ザ
セ
レ
ク
ト
ン
福

島
に
お
い
て
、
「
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O

G
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
■
■

今
回
は
O
B
・
O
G
l

者
の
会
鶴
川
幸
夫
事
務
局

長
の
閉
会
挨
拶
、
N
T
T

ト
県
日
長
・
福
島
支
店
山
口
L
巨

介
支
店
に
の
・
王
催
者
挨
拶
、

そ
の
後
紬
島
地
は
電
友
会

斉
藤
政
夫
会
長
の
乾
杯
で

始
ま
り
ま
し
た
▲
U

ー　．F

4
8
名
・
ご
来
賓
、
N
T
T

幹
部
を
含
め
総
勢
1
6
8

名
参
加
予
定
で
し
た
が
、

あ
い
に
く
ム
n
風
2
1
号
の
影

響
に
よ
り
、
1
R
在
来
線
や

阿
武
隈
急
行
線
が
運
休
と

な
り
約
2
0
名
が
参
加
出
来

な
い
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
あ
り
ま
し
た
＝

式
典
は
、
揖
友
吾
妻
会

浅
野
敬
子
さ
ん
の
司
会
に

よ
り
、
N
T
T
労
組
退
職

余
興
で
は
、
祝
吟
「
電
信
電
話
記
念
日
を
祝
す
」
を

福
島
地
区
電
友
会
菅
家
政
利
さ
ん
。
日
本
舞
踊
「
寿
」

を
、
電
友
吾
妻
会
大
塚
美
和
子
き
ん
▼
安
来
節
に
合

わ
せ
た
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」
を
、
退
職
者
の
会
寺

島
功
き
ん
が
行
い
ま
し
た
プ

そ
の
後
、
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
に
入
り
ま
し
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た
・
進
行
係
は
電
友
カ
ラ
守

オ
ケ
ク
ラ
フ
が
務
め
、
歌
予

は
勿
碧
楽
に
合
わ
せ
た
葦

踊
り
な
ど
飛
び
出
し
、
宴

は
大
い
に
盛
り
L
が
り
ま
印

し
た
〔
一ま

た
今
回
も
、
N
T
T

福
島
支
店
「
電
電
あ
り
の
み
会
」
が
長
年
継
続
し
て
い

る
、
児
垂
養
護
施
設
青
葉
学
閥
へ
の
支
接
協
力
と
い

う
こ
と
で
、
当
日
会
場
に
於
い
て
募
金
活
動
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
総
額
5
万
5
9
6
8
円
の
浄
財
が
集
ま

り
ま
し
た
の
で
、
早
速
山
口
支
店
氏
に
お
渡
し
し
ま

した。山
口
支
店
長
か
ら
は
、
「
貴
重
な
浄
財
を
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
1
2
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
も
有
り

ま
す
の
で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
募
金
に
協
力
頂
い
た
皆

様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
一
く

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
お
開
き
は
、
電
友
吾
妻
会
佐
藤
京
子
副

会
長
の
音
頭
で
行
い
、
次
回
ま
た
元
気
な
姿
で
の
再

会
を
釣
東
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
′

◎
ひ
ま
わ
り
里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
結
果

2
8
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
N
T
T
施
策
へ
の
協
力

「
ひ
ま
わ
り
里
親
プ
ロ
ジ
ュ
ン
ト
」
　
に
つ
い
て
、
今

年
度
は
福
島
地
区
と
し
て
、
3
2
名
7
1
口
　
（
1
口
2
0
校
）

で
参
加
協
力
を
行
っ
て
来
ま
し
た
〝
）

2
9
年
の
夏
は
天
候
不
順
が
続
き
、
思
う
よ
う
に
ひ

ま
わ
り
が
育
た
な
か
っ
た
会
員
も
お
り
ま
し
た
が
、

お
陰
様
で
相
月
2
0
日
現
在
、
2
9
2
5
g
の
杜
が
事

務
局
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
頂
い
た
畦
は
N
T
T
福
島
支
店
に
お
返

し
し
ま
す
が
、
N
T
T
で
集
約
し
そ
の
後
本
件
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
主
宰
の
N
P
O
法
人
を
経
由
精
製
し
、
バ

イ
オ
燃
料
と
し
て
福
島
市
内
を
走
る
バ
ス
に
清
岡
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
〔
－

来
年
度
も
引
き
続
き
こ
の
施
策
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
〔
▼

竃
サ
ー
ク
ル
活
動

ト
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
は
2
0
0
回
目
の
ゴ
ル
フ

七
会
を
迎
え
、
記
念
行
事
と
し
て
1
泊
2
口
の
プ

レ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
・
2
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
秋
空
の
申
楽
し
′
＼
コ
ル
フ
が
出
来
ま
し
た
■
・

2
0
0
回
に
至
る
ま
で
鱒
数
年
の
聞
、
電
友
会
蟻
、

コ
ル
フ
を
愛
す
る
諸
先

輩
の
万
々
の
ご
指
導
並

び
に
こ
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
よ
じ
に
御

礼
申
し
し
け
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
会
員
が
楽
し

く
ゴ
ル
フ
を
で
き
ま
す

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
念
大
会
の
結
果

1
日
日
　
福
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
フ

優
勝
　
斎
藤
　
孝
雄
　
　
準
優
勝
　
阿
部
　
忠

2
日
日
　
猫
魔
ホ
テ
ル
猪
苗
代
コ
ー
ス

優
勝
　
三
浦
　
利
夫
　
　
準
優
勝
　
太
田
　
日
石
夫

そ
の
他
例
会
の
結
果
は
下
記
の
と
お
り

・
第
1
9
7
回
大
会
　
平
成
2
9
年
6
月
5
日

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C
　
所
々
ペ
リ
ア
戟

優
勝
　
斎
藤
　
孝
雄
　
　
準
優
勝
　
阿
部
　
忠

・
第
1
9
8
回
大
会
　
平
成
2
9
年
7
月
3
日

福
島
民
報
コ
ー
ス
　
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
末
永
　
秀
昭
　
　
準
優
勝
　
水
間
　
義
宗

・
第
1
9
9
回
大
会
　
平
成
2
9
年
8
月
7
日

大
玉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
W
ペ
リ
ア
戦

優
勝
　
末
永
　
秀
昭
　
　
唯
優
勝
　
阿
部
　
義
則

・
第
り
】
0
り
】
回
大
会
　
平
成
2
9
年
相
月
ワ
ニ
H

ハ
ー
シ
モ
ン
C
・
C
 
W
ペ
リ
ア
戟

優
勝
　
太
m
［
…
石
夫
　
　
準
優
勝
　
渡
部
　
雄
次
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㈲
I
T
サ
ー
ク
ル
悠
々
ク
ラ
ブ

今
年
度
の
活
動
状
況
は
以
F
の
通
り
で
す
。

（
日
産
会
開
催
及
び
懇
親
会
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
体
験
学

習
　
（
4
月
日
日
）

至
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
・
プ
リ
ン
タ
ー
ト
ラ
ブ
ル
対
応
（
6

月
2
2
日
）

享
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
・
都
市
対
抗
野
球
の
視
聴
　
（
7
月

27日）

－
1
ノ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
環
境
設
定
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
環
境
設
定
へ
9
月
罰
H
こ

ち
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催
　
（
N
T
T
以
外
の
部
外
者
向

け
・
1
月
1
9
月
ま
で
月
2
回
〉

・
延
べ
1
2
回

・
講
叩
延
べ
部
名

こ
せ
講
音
数
延
べ
3
9
缶

J
J
↓
・
卜

ア
　
ユ
小
－
ム
へ
ー
ジ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ィ
　
動
画
編
集

ウ
　
メ
ー
ル
環
境
の
構
築

ハ
ソ
コ
ン
教
室
は
初
心
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
初
期

設
竃
や
フ
リ
ン
ク
ー
の
便
川
方
法
な
ど
を
実
施
し
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
〔
J
特
に
、
写
真
∵
動
画
編
集
ソ

フ
ト
に
よ
る
ア
ル
バ
ム
化
は
、
‖
分
の
持
っ
て
い
る

写
真
の
整
坪
と
、
自
分
の
い
ま
ま
で
の
こ
と
を
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
に
表
現
で
き
る
の
で
、
自
分
、
家
族
そ
し

て
仲
間
の
方
に
ぜ
ひ
残
し
た
い
も
の
で
す
【
・
ノ
靴
し
い

ソ
フ
ト
で
す
が
、
受
講
生
の
方
々
は
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
〔
一

－
6
着
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

視
党
障
害
者
へ
の
支
接
組
織
N
P
O
法
人
福
島

「
に
じ
の
会
」
　
に
対
し
P
C
に
よ
る
デ
イ
ジ
ー
図

書
　
（
音
声
剖
訳
ア
プ
リ
）
　
作
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す

ヒ
半
期
作
成
し
た
も
の
は
以
下
の
通
り
で
す
。
「
よ

く
わ
か
る
障
害
者
福
祉
」
「
触
法
障
害
者
の
地
域
生

活
支
接
　
そ
の
実
践
と
課
題
」
「
シ
ユ
レ
ミ
ー
ル
と

小
さ
な
潜
水
艦
」
「
恋
す
る
百
人
一
首
」
「
ア
ヴ
丁
∵

マ
リ
ア
の
ウ
ア
イ
オ
リ
ン
」
「
枕
草
√
」
　
「
お
静
か
に

父
が
寝
て
い
ま
す
」
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
日
本
語

ふ
か
ぼ
り
読
本
」
等
を
作
成
納
本
し
て
い
ま
す
■

そ
の
他
、
福
島
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
■
√

榔
麻
雀
サ
ー
ク
ル

平
成
2
9
年
度
第
2
阿
例
会
は
N
T
T
山
ト
ビ
ル

「
O
B
サ
ロ
ン
」
　
で
8
名
の
参
加
に
よ
り
閲
催
し
ま

し
た
ぐ
　
結
果
・
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
、
〉

優
勝
　
八
巻
　
俊
一
　
準
優
勝
　
阿
部
　
忠

な
お
、
今
後
計
画
の
　
「
第
3
回
例
会
」
と
「
年
忘

れ
大
会
」
は
、
常
設
会
場
で
あ
る
「
C
B
サ
ロ
ン
」

が
あ
る
建
物
の
改
修
工
事
で
利
用
出
来
な
い
た
め
、

や
む
な
く
中
1
L
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
一

価
し
の
ぶ
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
6
月
8
日
郡
山
市
通
庸
茄
で
　
「
第
4
回
福
島
文
部
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管
内
親
善
囲
碁
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
女
性

3
名
を
含
む
2
0
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
桝
力
に
応
じ

ク
ラ
ス
分
け
し
対
局
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
別
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
〔
1

A
組
　
優
　
勝

準
優
勝

B
組
　
優
　
勝

準
優
勝

C
組
　
優
　
勝

準
優
勝

金
沢
　
紘
一
（
あ
さ
か
会
一

有
馬
　
紀
夫
　
（
い
わ
き
地
区
）

鈴
木
　
道
則
　
（
福
島
地
区
）

家
久
来
幸
次
　
（
あ
さ
か
会
〉

松
浦
　
悼
光
　
（
福
島
地
区
）

山
崎
　
通
世
　
（
福
島
地
区
）

日
1
2
6
口
、
仙
台
市
の
茂
庭
基
で
各
県
6
名
総
勢
1
8

名
で
開
催
「
■

－
≠
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

平
成
2
9
年
度
に
な
っ
て
か
ら
り
】
名
の
入
会
者
が
あ

り
、
現
在
の
会
員
数
は
コ
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
手
軽
に
楽
し
め
る
ス

・
6
月
封
日
O
B
サ
ロ
ン
に
於
い
て
「
初
夏
入
会
」

を
参
加
者
8
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

優
勝
　
黒
森
　
蘭
夫
　
　
唯
優
勝
　
秋
円
　
紘
行

：
－
月
9
日
川
俣
町
菅
野
英
二
氏
宅
に
於
い
て
、
川

俣
囲
碁
ク
ラ
ブ
と
の
　
「
親
善
交
流
囲
碁
大
会
」
を
開

催
し
、
各
ク
ラ
ブ
5
名
総
勢
1
0
名
で
の
対
局
と
な
り

ま
し
た
▲
－
暑
い
中
で
の
他
流
試
合
と
な
っ
た
為
、
十

分
な
棋
力
発
揮
が
で
き
ず
優
勝
者
は
当
ク
ラ
、
フ
の
山

田
昌
義
さ
ん
が
得
た
も
の
の
、
準
決
勝
及
び
第
3
位

は
川
俣
勢
が
占
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
▼

・
8
月
2
3
日
花
園
ビ
ル
2
F
に
於
い
て
「
納
涼
大
会
」

を
参
加
者
8
名
で
開
催
し
ま
し
た
ユ

優
勝
　
秋
田
　
紘
行
　
　
準
決
勝
　
山
H
J
　
昌
義

・
「
秋
期
入
会
」
は
開
催
場
所
の
関
係
で
残
念
な
が

ら
未
開
催
と
な
り
ま
し
た
■

・
恒
例
の
　
「
南
三
県
親
善
囲
碁
交
流
会
」
は
1
0
月
2
5

ボ
ー
ッ
と
し
て
、
更
な
る

活
動
内
容
の
充
実
と
、
会

員
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

競
托
大
会
は
、
体
へ
の

負
担
を
考
慮
し
て
真
夏
の

8
月
、
及
び
酷
寒
期
の
1

第
2
回
大
会
二
5
月
日
日
〓

優
勝
　
水
口
　
厚
∵
　
　
準
優
勝
　
大
久
保
清
三

第
3
回
大
会
　
（
6
月
1
日
こ

優
勝
　
大
久
保
清
二
▲
　
　
準
優
勝
　
武
藤
　
克
江

第
4
回
大
会
　
（
7
月
6
日
）

優
勝
　
山
川
　
昌
義
　
　
準
優
勝
　
桔
並
　
広
川

第
5
回
大
会
　
（
9
月
2
1
日
一

優
勝
一
二
森
　
陸
芙
　
　
堆
優
勝
　
森
〓
　
善
▲

第
6
回
大
会
　
（
1
0
月
5
日
）

優
勝
　
水
〓
　
厚
一
二
　
　
準
優
勝
　
森
日
　
露
．

月
1
り
土
日
を
隙
き
、
相
馬
光
陽
P
G
場
と
福
高
市
P

G
場
を
交
互
に
使
用
す
る
方
式
に
よ
り
、
毎
月
開
催

す
る
こ
と
が
4
月
の
総
会
で
決
定
を
し
ま
し
た
r

こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
と
し
て
、
大
会
は
4
月
1

1
0
月
ま
で
6
回
閃
催
、
延
べ
1
4
1
名
の
会
H
が
参

加
、
そ
れ
ぞ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
思
い
思
い

の
プ
レ
ー
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
〈
■

な
お
、
競
技
は
誰
に
も
上
位
入
賞
の
チ
ャ
ン
ス
が

で
る
よ
う
に
、
毎
回
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン
デ
キ
ヤ
ノ

ブ
を
付
与
し
た
ハ
ン
デ
戦
で
実
施
し
ま
し
た
、

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
1
回
大
会
　
（
4
月
1
3
口
）

健
勝
　
森
〓
　
善
．
　
準
優
勝
　
伊
藤
　
滋
兄

≠
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

奇
数
日
は
　
「
カ
ラ
オ
ケ
B
O
X
」
　
で
練
習
日
、
偶

数
月
は
　
「
ス
ナ
ッ
ク
」
　
で
の
発
表
会
と
し
て
活
動
し
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優勝須藤さん（左）、
準硬膜志橋さん（中央）

発表会参加の皆さん

8月納涼全様境

現

会
員
の
交
流
と
親
睦
を
回
っ
て
い
ま
す
。
8
月
の
例

会
は
年
2
回
の
成
果
発
表
会
と
し
て
商
品
を
用
意
し

行
い
ま
し
た
。

各
月
ご
と
の
参
加
人
員
と
発
表
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
6
月
2
3
日

例
会
　
9
名
参
加

・
7
月
2
2
日

例
会
　
1
0
名
参
加

・
8
月
2
5
日

発
表
会
　
9
名
参
加

優
勝
　
須
藤
　
盛
夫

・
9
月
〔
山
臼
　
例
会

け
そ
ば
を
楽
し
む
会

半
年
4
月
福
島
地
は
で
7
番
H
の
サ
ー
ク
ル
と
し

て
叩
名
の
会
員
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
そ
ば

好
き
が
噂
を
聞
き
つ
け
？
硯
在
2
5
名
に
な
っ
て
い
ま

す
▲
　
8
月
は
　
「
納
涼
例
会
」
、
相
月
は
北
海
道
か
ら

取
り
寄
せ
た
「
新
そ
ば
例
会
」
と
名
打
っ
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

な
お
、
7
月
以
降
の
開
催
日
と
参
加
人
員
は
次
の

と
お
り
で
す
▼
J

準
優
勝
　
高
橋
　
敬
一

8
名
参
加

◆
電
友
吾
妻
会

◎
初
夏
の
菓
華
な
犀
食
会

平
成
四
年
6
月
1
4
日
私
達
吾
妻
会
は
恒
例
で
あ
る

春
の
ゆ
っ
た
り
温
泉
を
豪
華
昼
食
に
変
え
、
ち
ょ
っ

と
お
出
掛
け
そ
し
て
気
軽
に
参
加
が
出
来
る
よ
う
に

と
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
澄
み
き
っ
た
青
空
と
な
り
心
浮
き
浮
き
と

足
取
り
軽
く
出
掛
け
ま
し
た
■
〕
久
方
振
り
の
再
会

に
「
元
気
だ
っ
た
ね
」
と
互
い
の
挨
拶
は
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。
さ
あ
い
よ
い
よ
お
膳
が
運
ば
れ
て

き
ま
し
た
。
｝
　
こ
の
道
　
（
主
婦
業
）
　
何
十
年
の
私
達
で

す
の
で
、
肉
・
魚
・
煮
物
等
の
料
理
に
、
食
材
や
お

料
理
方
法
等
に
つ
い
て
の
お
互
い
の
会
話
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
私
達
は
美
味
し
い
物
を
食
べ
る
時
は
話

も
弾
む
し
笑
顔
に
な
れ
る
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
〈

又
「
お
い
し
い
」
　
の
二
。
い
が
作
っ
て
く
れ
た
人
に
も

食
べ
た
人
に
も
心
穏
や
か
に
し
笑
顔
を
作
れ
る
事
も

改
め
て
知
り
ま
し
た
〔
－
怒
っ
た
顔
で
「
お
い
し
い
」

と
言
う
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
…
。

そ
れ
で
は
又
秋
の
ゆ
っ
た
り
温
泉
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
ね
。
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
U

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

亜
手
作
り
サ
ー
ク
ル

活
動
は
計
画
的
に
年
度
当
初
か
ら
気
合
い
を
い
れ

て
始
ま
る
ー
・
こ
れ
が
あ
る
べ
き
姿
。

し
か
し
、
宝
物
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
？
宝
物
は

す
っ
か
り
身
の
回
り
に
多
く
て
？
知
恵
が
出
な
い
状

態
が
現
状
「
　
そ
ん
な
中
み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
た
布
が
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い
っ
ぱ
い
。
今
回
は
　
「
あ
ら
い
い
こ
と
」
と
思
う
巾

着
袋
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
大
き
さ
も
形
も
そ

れ
ぞ
れ
で
よ
し
一
U
　
と
し
て
は
じ
め
ま
し
た
■
．
み
ん
な

で
集
ま
る
こ
と
も
目
的
の
1
つ
で
も
あ
り
ま
す
が
…

O
B
サ
ロ
ン
が
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工
事
の
た
め
使
用

出
来
な
く
な
り
‖
月
末
ま
で
自
主
活
動
と
し
ま
し
た
ゥ

ど
ん
な
宝
物
が
ど
の
く
ら
い
出
来
て
く
る
の
か
楽
し

み
で
す
。
吾
妻
会
の
集
ま
り
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
便

お
う
か
？
施
設
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し

よ
う
か
と
思
い
は
募
り
ま
す
。
工
事
が
終
わ
る
前
に

先
ず
は
忘
年
会
か
ら
で
も
始
め
よ
う
′
U

㈲
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

サ
ー
ク
ル
の
集
ま
り
は
い
つ
も
全
員
集
合
こ
れ
は

非
常
に
誇
ら
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
【
り
季
節
の

花
は
不
自
由
な
く
持
っ
て
き
て
く
れ
て
そ
れ
だ
け
で

も
こ
こ
ろ
が
華
や
ぐ
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
加
え
て

お
し
ゃ
べ
り
の
花
が
咲
く
。
手
は
動
く
の
？
ロ
だ
け

で
は
と
心
配
だ
ろ
う
が
動
く
。
大
丈
夫
n
一
当
た
り
前

だ
が
三
l
ロ
添
え
て
の
絵
手
紙
、
‥
．
　
言
は
相
手
に
強
い

印
象
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
を
み
ん
な
で
実
感
し
て

い
る
。
温
か
い
二
二
ロ
、
勇
気
づ
け
る
二
．
日
、
二
▲
U
で

現
状
報
告
、
季
節
の
先
取
り
も
、
も
ら
っ
た
人
は
ほ
っ

こ
り
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
∪
絵
手
紙
の
力
■
。

㈲
ひ
ま
わ
り
健
康
サ
ー
ク
ル

4
月
1
2
日
、
第
1
5
回
総
会
を
終
了
し
た
■
J
続
く
5

月
の
花
見
山
は
困
っ
た
時
対
策
の
代
名
詞
で
度
々
の

登
場
と
な
っ
て
い
る
。
さ
す
が
に
後
ろ
め
た
か
っ
た

が
ず
る
ず
る
と
続
行
に
至
り
、
結
果
は
1
桁
の
参
加

人
数
と
し
て
現
れ
た
。
■
夏
休
み
明
け
の
9
月
は
、
残

暑
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
屋
内
活
動
と
な
る
l
リ
本
人

に
は
甚
だ
迷
惑
な
こ
と
だ
ろ
う
が
、
会
員
の
中
に
、

豊
富
な
知
識
と
抜
群
の
説
得
力
を
有
す
る
人
が
い
る
。

以
前
そ
の
一
端
を
知
っ
た
時
は
、
何
か
の
教
祖
様

か
と
思
え
た
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
人
の
力
に
頼
る

こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
も
う
1
人
。
び
っ
く
り
の
記

憶
力
に
よ
っ
て
、
忘
れ
か
け
て
い
る
体
操
を
カ
セ
ノ

ト
持
参
で
数
え
て
く
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
▲
）
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
楽
し
い

濃
い
中
身
、
良
い
半
日
を
過
ご
し
た
。
感
想
と
し
て

切
れ
る
人
は
出
来
る
何
ご
と
も
。

l
O
月
は
紅
葉
の
文
字
摺
観
音
を
散
策
す
る
予
定
で

あ
る
っ
少
々
歩
く
こ
と
に
な
る
が
自
然
は
逃
げ
な
い
一
〕

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
目
の
保
養
を
楽
し
も
う
〔

榔
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部

5
月
以
降
倶
楽
部
で
行
っ
た
活
動
は
次
の
通
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

：
〇
月
1
7
日
　
大
火
山
　
へ
飯
舘
柑
）

8
2
5
m
　
9
名
参
加

今
回
は
飯
舘
付
目
石
地
区
か
ら
入
山
。
山
頂
付
近

の
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
開
花
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
十
分

満
喫
出
来
ま
し
た
。

・
6
月
1
6
日
一
切
経
由
　
（
福
島
市
）

1
9
4
8
・
8
m
　
1
3
名
参
加

天
候
が
不
安
定
の
巾
、

一
切
経
山
で
は
「
魔
女
の

瞳
（
五
色
沼
）
」
も
ち
ら
っ

と
見
せ
て
く
れ
、
「
姥
ケ

原
　
（
鎌
沼
）
」
　
で
は
、
ナ

ン
ダ
ル
マ
や
イ
ワ
カ
ガ
ミ

の
山
花
の
群
落
が
満
喫
出

来
ま
し
た
■
リ

・
7
月
2
1
日
　
磐
梯
山
（
猪
苗
代
町
）

1
8
1
8
・
6
m
　
目
名
参
加

年
に
1
度
の
1
泊
山
行
で
「
国
民
休
暇
村
袈
磐
梯
」

を
宿
と
し
て
磐
梯
山
に
登
っ
て
き
ま
し
た
一
〕
　
暑
さ
を
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避
け
て
の
早
朝
出
汁
．
で
無
事
登
伯
、
下
山
後
は
休
暇

村
で
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
満
喫
出
来
ま
し
た

・
8
月
2
5
日
　
遠
藤
ケ
滝
　
（
大
玉
柑
一

7
8
0
m
　
目
名
参
加

杉
田
川
渓
谷
遊
歩
道
を

登
る
こ
と
3
0
分
、
明
け
方

の
前
線
の
通
過
に
よ
る
雷

雨
も
途
中
か
ら
回
復
し
陽

も
差
す
天
候
に
な
り
轟
々

と
水
音
を
轟
か
せ
流
れ
落

ち
る
遠
藤
ケ
滝
二
三
日
月

1
7
日
ニ
U
 
m
　
1
5
名
参
加

隼
に
1
度
は
安
達
太
良
山
の
紅
葉
を
ー
・
見
ご
ろ
は

今
！
奥
岳
登
山
口
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を
別
田
し
山

頂
駅
へ
の
最
も
一
般
的
な
コ
ー
ス
▼
一
山
頂
付
近
は
悪

天
候
て
霧
も
出
る
、
強
風
に
も
合
う
な
ど
し
ま
し
た

が
下
山
後
は
　
「
奥
岳
の
湯
」
　
に
つ
か
り
、
ほ
っ
こ
り

気
分
で
帰
宅
し
ま
し
た
▲

の
滝
で
マ
ィ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
空
気
を
吸
い
気
持
ち
の

良
い
山
行
で
し
た
〔

・
9
月
2
4
日
　
天
元
台
高
原
　
（
米
沢
市
）

1
9
6
4
m
　
1
3
れ
参
加

天
元
台
が
主
催
す
る
　
「
西
吾
妻
山
市
民
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
」
　
に
参
加
、
コ
ー
ス
は
前
回
　
（
2
年
前
一
同
様

初
心
者
向
け
の
　
「
人
形
石
コ
ー
ス
」
　
と
し
ま
し
た
。

ト
′
ヰ

n
U
J
l
O
l
一

山
頂
で
は
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
の
恒
例
に
な
っ
て
い
る

「
引
っ
張
り
餅
」
を
こ
ち
そ

う
に
な
り
ま
し
た
■
　
ヰ
∴
‖

後
は
白
布
温
泉
「
白
布
森

の
館
」
　
で
入
浴
、
汗
を
流

し
た
後
帰
路
へ
■

安
達
太
良
山
　
二
一
本
松
市
〉

◆
電
電
原
町
退
職
者
の
会

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
2
9
年
度
定
期
総
会
は
、
6
月
2
8
日
、
原
町
区

の
ホ
テ
ル
　
「
も
り
の
ゆ
」
で
3
2
名
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
「
■
総
会
で
は
、
2
9
年
度
の
活
動
方
針
が
満
場
一

致
で
決
定
さ
れ
、
新
会
員
の
紹
介
を
終
え
た
後
、
場

所
を
別
室
に
移
し
、
懇
親
会
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。
会
f
i
の
交
流
を
深
め
あ
い
楽
し
い
二
日
で
し
た

◎
1
泊
親
睦
旅
行
に
つ
い
て

7
月
‖
～
‥
悠
H
、
1
泊
2
．
日
の
日
程
で
　
「
秋
田
県

男
鹿
半
島
を
巡
る
親
睦
旅
行
」
を
3
2
名
が
参
加
を
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
‖
日
本
海
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
っ

て
の
海
底
の
生
物
探
索
や
「
な
ま
は
げ
会
館
で
の
実

演
の
見
学
」
な
と
を
楽
し
み
、
ま
た
、
夜
の
懇
親
会

は
歌
あ
り
、
ゲ
ー
ム
あ
り
で
交
流
を
深
め
あ
い
、
楽

し
い
旅
‥
付
と
な
り
ま
し
た

3
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

4
月
謂
H
、
電
電
原
町
、
N
T
T
退
職
者
、
相
馬

の
合
同
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
、
■
　
鱒
名
の
参
加
が
あ
り
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
出
て
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
7
人
も
出
て
、
高

ス
コ
ア
の
レ
ベ
ル
の
高
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
〔

終
丁
後
、
場
所
を
変
え
て
、
総
会
を
開
催
し
、
2
9

年
度
の
方
針
を
確
認
し
た
後
、
交
流
会
で
成
績
の
発

表
、
表
彰
式
等
を
開
催
し
て
、
交
流
を
深
め
あ
い
ま

し
た
一

◆
電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
定
例
総
会
開
催

第
2
4
回
定
例
総
会
を
平
成
2
9
年
7
月
6
日
丸
森
町

の
　
「
あ
ぶ
く
ま
荘
」
　
に
お
い
て
会
員
目
名
の
参
加
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
．
1

ご
来
賓
と
し
て
N
T
T
東
日
本
－
東
北
福
島
支
店

支
店
に
様
、
及
び
N
T
T
労
組
福
島
痕
グ
連
絡
会
会

長
株
を
お
迎
え
す
る
予
定
を
し
ま
し
た
が
今
回
は
両

者
様
と
も
所
用
で
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た

議
車
は
議
に
に
草
野
拓
也
さ
ん
を
選
出
し
て
、
平

成
鱒
隼
度
経
過
択
告
、
会
計
粗
告
、
会
計
監
査
狙
告
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妄第67匝lパークゴルフ大会に

参加された皆さん南柏馬との交流クラントコルフ
大会に参加された皆さん

宕付けのお手伝い

亜

お
よ
び
平
成
2
9
年
度
事
業
計
画
　
（
案
）
、
予
符
二
案
）

が
提
案
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
〈
り

今
年
度
も
N
T
T
事
業
協
力
と
し
て
不
良
設
備

へ
引
き
込
み
線
の
垂
れ
下
が
り
な
ど
）
　
の
情
報
提
供

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
会
H
の
皆
様
の
協
力
を
お
噸

い
し
ま
す
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
お
風
呂
に
入
る

人
、
カ
ラ
オ
ケ
す
る
人
で
盛
会
の
う
ち
に
終
／
し
ま

し
た
っ

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
無
人
し
父
換

所
除
草
作
業
を
有
志
で
取
り
組
み
ま
し
た
、
今
回
も

磯
部
、
山
上
交
換
所
を
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
予

定
ど
お
り
完
了
し
ま
し
た
。
■

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

1
■
第
6
7
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
2
9
年
7
月
2
6
口
松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

参
加
者
6
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
▲
∴
俊
勝
者
は
草
野
拓

也
さ
ん
で
し
た
1

健
康
維
持
の
た
め
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
練
習
を
毎
週

水
曜
日
9
時
3
0
分
か
ら
車
に
「
松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
」
　
で
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
さ
れ
ま
す

よ
う
お
持
ち
申
し
上
げ
ま
す
・

な
お
、
平
成
2
9
年
日
月
に
は
南
相
馬
、
福
鳥
、
相

馬
の
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
入
会
を
相
馬
で
行
う
．
・
王
厄

で
す

◆
電
友
あ
さ
か
会

⑦
う
ね
め
踊
り
着
付
け
手
伝
い

毎
年
、
郡
山
市
の
夏
祭
り
「
う
ね
め
踊
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
N
T
T
　
（
グ
ル
ー
プ
か
業
含
め
）

参
加
に
あ
た
り
、
電
友
あ
さ
か
会
の
女
性
会
員
が
例

年
着
付
け
に
協
力
し
て
お
り
、
8
月
4
日
、
4
名
の

会
員
が
着
付
け
の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
ノ

り
ー
南
村
馬
と
の
交
流
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
2
9
年
4
月
2
8
日

南
相
馬
・
相
馬
交
流
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
、

相
馬
か
ら
1
名
の
参
加

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
■

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
協
力
と
し
て
第
1
回
H
を
実
施
。

日
時
　
平
成
2
9
年
7
月
日
日
∵
∴
H
R
の
2
日
間

場
所
　
郡
山
3
ヶ
所
、
須
賀
川
2
ヶ
所

延
べ
人
目
6
名
で
実
施
し
ま
し
た
■
＝
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離
国分俊闇先生

交流会模様

47

文化財からみた郡山の歴史資料

NIT福島グループ郡山地区OB・OG交流会
紀念写暮

不良汲惜揖木絡まり　　不良設備倒木・t柱傾斜

◎
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
郡
山
地
区
O
B
・
O
G

交
流
会
開
催

1
0
月
2
3
日
8
2
名
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド

郡
山
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
〔
〉

内
久
子
さ
ん
に
よ
る
祝
宴
進
行
に
て
、
会
員
相
互
・

N
T
T
社
員
代
表
の
皆
様
と
親
睦
を
深
め
、
出
席
者

第
1
部
の
文
化
講
演

会
は
「
未
来
に
伝
え
る

文
化
財
」
　
の
演
題
で
講

師
に
郡
山
市
文
化
振
興

課
主
査
の
国
分
俊
徹
先

Lr

に
よ
る
十
八
番
の
カ
ラ
オ

ケ
饗
宴
を
披
露
し
た
り
旧

知
を
温
め
た
り
、
感
謝
の

念
を
表
し
た
り
し
て
談
話

等
に
事
欠
か
な
い
様
子
で

あ
り
ま
し
た
。

名
残
は
尽
き
な
い
と
こ

生
を
迎
え
、
郡
山
市
に
お
け
る
文
化
財
を
学
び
ま
し

た
。
■
①
有
形
文
化
財
②
無
形
文
化
財
③
民
俗
文
化
財

④
記
念
物
⑤
文
化
的
景
観
⑥
伝
統
的
建
造
物
②
安
積

疎
水
開
拓
の
軌
跡
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
位
の
郡
山
の
歴

史
と
文
化
財
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
が
、
ま
だ
々
国
・

県
の
文
化
財
に
指
定
し
て

も
よ
い
も
の
が
沢
山
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
例
を

挙
げ
て
質
問
を
交
わ
す
こ

と
も
あ
っ
た
r
リ

第
2
部
の
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
郡
山
地
区
O

B
・
O
G
交
流
会
は
主
催
者
挨
拶
を
大
張
郡
山
営
業

支
店
長
‥
円
田
電
友
あ
さ
か
会
会
長
・
林
N
T
T
労

組
福
島
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
事
務
局
次
長
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
後
、
箭
内
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会

場
賀
川
地
区
協
議
会
事
務
局
長
の
乾
杯
に
続
き
、
近

ろ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
閉
会
の
言
葉
を
遠
藤
N
T

T
労
組
退
職
者
の
会
三
春
地
区
協
議
会
会
長
に
宣
言

し
て
い
た
だ
き
、
盛
会
の
な
か
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
U◎

食
用
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

電
友
あ
さ
か
会
発
足
3
0
周
年
記
念
行
事
の
1
つ
と

し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の
　
「
食
用
廃
油
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
」
を
継
続
し
て
会
員
が
回
収
し
、
精
製
・

販
売
は
社
会
福
祉
法
人
「
に
ん
じ
ん
舎
の
会
」
　
（
知

的
障
が
い
者
施
設
）
　
が
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
C
O
2
削
減
）
　
化
し
、
収
益
は
　
「
に
ん
じ
ん
舎
」

が
取
得
。
会
員
並
び
に
N
T
T
グ
ル
ー
プ
と
大
口
消

費
店
舗
等
の
協
力
を
得
て
平
成
2
9
年
9
月
末
累
計
で

8
1
5
g
提
供
い
た
し
ま
し
た
ホ
今
後
も
継
続
実
施

い
た
し
ま
す
。

◎
N
T
T
不
良
設
備
情
報
提
供
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恒例の詑念紹影

舶

みんなで元気よく笑顔でl
バチリl

山
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
へ
復
旧
連
絡
を
お

願
い
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

≠
魔
友
あ
さ
か
会
旅
ク
ラ
ブ

平
成
2
9
年
度
旅
ク
ラ
ブ
定
期
総
会
は
、
春
季
旅
行

を
兼
ね
5
月
3
0
日
、
2
5
名
の
参
加
者
を
得
て
、
若
葉

薫
る
磐
梯
高
原
・
猪
苗
代
湖
湖
畔
の
宿
「
レ
ー
ク
サ

イ
ド
磐
光
」
　
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
■

先
ず
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
記
念
振
影
〔
■
好
夫
に

恵
ま
れ
、
紺
碧
に
映
え
る
磐
梯
山
と
猪
苗
代
湖
を

バ
ッ
ク
に
、
「
ニ
ッ
コ
リ
・
ハ
ィ
・
チ
ー
ズ
」
。
皆
さ

ん
お
年
相
応
、
そ
れ
な
り
に
良
く
写
り
ま
し
た
r
L

定
期
総
会
で
は
、
人
会
議
長
に
副
会
長
の
馬
場
光

政
さ
ん
を
選
出
し
、
議
事
次
第
に
従
い
、
経
過
報
告
・

会
計
監
査
報
告
・
質
疑
・
応
答
…
と
進
め
ら
れ
て
い

き
、
満
場
一
致
で
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
■

経
過
報
告
の
中
で
は
、
前
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
ゥ

旅
行
形
態
に
つ
い
て
、
「
日
帰
り
」
　
「
1
泊
」
　
で
は

半
々
に
分
か
れ
、
実
施
時
鯛
に
つ
い
て
は
　
「
春
は
日

帰
り
で
5
月
」
「
秋
は
1
泊
で
1
0
月
」
と
言
う
こ
と

で
し
た
‥

今
後
旅
行
を
計
画
す
る
時
は
調
査
結
果
を
参
考
に

し
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
了
承
さ
れ
、

総
会
終
了
と
な
り
ま
し
た
■

心
待
ち
に
し
て
い
る
懇
親
会
ま
で
の
約
1
時
間
は

自
由
時
間
と
し
、
磐
梯
山
・
猪
苗
代
湖
を
眺
め
な
が

ら
温
泉
を
愉
し
む
の
も
良
し
、
暫
ら
く
ぶ
り
で
の
再

会
に
お
し
ゃ
べ
り
を
愉
し
む
の
も
良
し
…
そ
れ
ぞ
れ

の
楽
し
み
方
で
過
ご
し
ま
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
懇
親
会
は
、
添
田
さ
ん
の
乾
杯
の

装
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
ひ
ょ
っ
と
こ
あ
り
、
七
福
神

あ
り
、
お
か
め
あ
り
…
〕
会
場
か
ら
は
、
仮
装
者
の
一

挙
一
動
の
動
作
に
、
あ
の
お
面
は
0
0
さ
ん
？
い
や

△
△
さ
ん
か
し
ら
γ
等
々
の
笑
い
や
励
ま
し
の
声
が

絶
え
ず
、
楽
し
い
1
円
と
な
り
ま
し
た
、
】
　
若
葉
馨
る

猪
苗
代
湖
湖
畔
の
旅
で
し
た
「
1

旦
県
南
地
区
O
B
・
O
G
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

新
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
歳
の

せ
い
か
腰
が
…
足
が
…
‖
芸
U
が
…
と
止
む
無
く
休

会
・
脱
退
せ
ざ
る
得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
県
南

O
B
会
の
メ
ン
バ
ー
は
3
6
人
で
す
。

音
頭
で
始
ま
り
、
和
気
あ

い
あ
い
と
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
う
ち
に
、
進
ん
で

い
き
ま
し
た
「

途
中
一
段
と
会
場
を
盛

り
上
が
ら
せ
た
の
は
、
恒

例
と
な
り
つ
つ
あ
る
仮

連
綿
方
法
も
往
復
は
が
き
か
ら
経
費
節
減
に
向
け

メ
ー
ル
で
の
対
応
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
〔
－
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」り

一一　し、≠

汀講習会の様様

今
年
は
、
シ
ル
バ
ー
テ
ィ
・
ゴ
ー
ル
ド
テ
ィ
で
プ

レ
ー
で
き
る
た
め
か
驚
異
的
な
ス
コ
ア
が
山
て
い
ま

す
。
矢
吹
G
C
で
は
、
浅
野
さ
ん
H
D
相
で
、
グ
ロ

ス
8
0
、
ネ
ッ
ト
6
2
と
川
ア
ン
ダ
ー
で
優
勝
し
ま
し
た

そ
し
て
、
参
加
者
1
7
名
中
1
0
名
が
N
E
T
7
2
以
卜
で

し
た
。
決
し
て
、
や
さ
し
い
ゴ
ル
フ
場
で
は
あ
り
ま

せん。】浅
野
さ
ん
6
、
帆
刈
さ
ん
8
、
深
作
さ
ん
9
で
3

名
が
今
年
度
に
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
デ
ィ
に
な
り
ま
し
た
、

2
0
1
7
年
例
会
結
果

・
第
1
回
　
白
河
国
際
c
c

4
月
1
7
円
　
2
3
名
　
ハ
ン
デ
ィ
戟

1
位
　
佐
藤
嘉
‖
）
　
2
位
　
武
内

・
第
2
回
　
ロ
ー
レ
ル
ハ
レ
ー
c
c

5
月
1
5
日
　
2
5
名
　
ハ
ン
デ
ィ
戟

1
位
　
帆
刈
　
　
　
2
位
　
真
壁

・
第
3
回
　
東
都
郡
山
c
c

6
月
1
2
日
　
2
5
名
　
W
ペ
リ
ア
戟

1
位
　
浅
野
　
　
　
2
位
　
山
家

・
第
4
回
　
矢
吹
G
C

7
月
目
口
　
1
7
名
　
ハ
ン
デ
ィ
戦

1
位
　
浅
野
　
　
　
2
位
　
湯
田

・
第
5
回
・
H
河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

9
月
日
日
　
封
名
　
ハ
ン
テ
で
戦

1
位
　
山
家
　
　
　
り
】
位
　
外
相

封
囲
碁
ク
ラ
ブ

例
会
は
月
1
回
を
原
則
ヒ
し
て
真
剣
な
中
に
も
和

気
誹
々
を
モ
リ
ト
Ⅰ
に
楽
L
J
、
活
動
し
て
お
り
ま
す

6
月
に
福
島
県
支
部
親
善
囲
碁
交
流
会
が
あ
り
当

サ
ー
ク
ル
か
ら
9
名
が
参
加
し
活
躍
し
ま
し
た
【
　
今

期
も
女
性
の
活
躍
が
H
立
っ
た
半
期
で
し
た
【

す

と
ま

々
い

藷
て

荒
し

和
動活

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
今
泉
千
鶴
子
　
　
準
優
勝
　
上
妾
　
呂
「
十

・
第
3
回
定
期
大
会
　
7
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
家
久
来
幸
次
　
　
准
優
勝
　
今
泉
千
鶴
f

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
黒
川
　
幸
正
　
　
準
優
勝
　
伊
東
　
利
十

・
第
4
回
定
期
大
会
　
8
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
家
久
来
幸
次
　
　
準
優
勝
　
金
沢
　
紘
－

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
鈴
木
　
健
一
　
準
優
勝
　
1
二
日
目
　
屯
美

甘
I
T
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

・
第
1
回
定
期
大
会
　
4
月

A
ク
ラ
ス

俊
勝
　
高
橋
　
勝
海
　
　
準
優
勝
　
金
沢
　
砂
一

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
今
泉
†
鶴
千
　
　
準
優
勝
　
仲
島
　
功

・
第
2
回
定
期
大
会
　
5
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
金
沢
　
紘
一
　
準
優
勝
　
家
久
来
幸
次



各地区電友会だより（福島）

クラウントコルフクラフの

皆さん

秋のランチ会

「生きる」（白河地区たより）

51〉

華
甲
度
休
会
し
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
粥

年
度
か
ら
名
称
を
改
称
し
ス
マ
ー
ト
フ
す
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
を
中
心
に
研
修
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
、

次
の
I
T
講
習
会
を
冥
施
■

月
日
　
6
月
2
9
日
　
参
加
者
　
2
3
名

場
所
　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

講
師
　
ド
コ
モ
東
北
福
島
支
店

内
容
　
へ
L
又
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操
作

②
便
利
な
ア
プ
リ
の
紹
介
等

好
評
で
し
た
の
で
次
回
も
計
画
．
㌣
定
で
す

ふ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

会
場
の
都
合
で
活
動
が
遅
く
な
っ
た
が
、
広
く
新

人
を
募
り
勧
め
て
冥
施

日
月
3
日
　
開
成
山
　
口
山
が
丘
広
場

Å
グ
ル
ー
プ

1
位
　
今
泉
千
鶴
「
　
　
り
】
拉
　
伸
鳥
　
功

B
グ
ル
ー
プ

1
位
　
村
松
　
性
男
　
　
2
位
　
栗
野
　
忠
明

◆
白
河
地
区
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
溝
助

1
．
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
ィ
ド
　
T
U
河
ツ
ー
リ
ス
ム

活
動
一
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
■
〓
河
小
峰
城
修
復

申
で
す
が
、
修
復
状
況
が
兄
学
で
き
ま
す
の
で
、
自

河
に
お
山
か
け
の
際
は
〓
河
迫
の
案
内
人
閲
．
〓
忠
義

に
二
m
人
叩
卜
き
い
ノ

か
南
峰
会

秋
の
ラ
ン
チ
会
を
9
月
2
8
口
那
墳
甲
子
温
泉
　
へ
秘

湯
温
泉
大
黒
屋
）
　
で
開
催
し
ま
し
た
〔
　
お
腹
の
こ
褒

美
と
、
畑
っ
た
り
と
し
た
時
間
と
お
し
ゃ
べ
り
に
化

を
咲
か
せ
ま
し
た

針
P
C
ク
ラ
ブ

生
き
る
　
二
日
河
地
区
だ
よ
り
）

の
発
行
及
び
総
会

賓
料
や
年
賀
ハ
ガ
キ
の
作
り
方
等
月
1
回
開
催
し
て

い
ま
す
。



各地区電友会だより（福島）

◆
い
わ
き
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
い
わ
き
囲
恭
サ
ー
ク
ル

早
い
も
の
で
サ
ー
ク
ル
結
成
以
来
9
年
に
な
り
ま

す
「
ゝ
　
私
達
サ
ー
ク
ル
活
動
に
対
し
て
は
毎
年
貿
重
な

浄
財
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
“
い
た

た
い
た
浄
財
は
「
春
と
秋
の
大
会
」
並
び
に
「
支
部

親
苫
交
流
会
」
　
へ
の
参
加
支
援
等
に
有
効
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
っ

硯
在
、
会
員
の
平
均
年
齢
は
7
5
才
で
会
員
数
は

ヒ
ー
ク
時
の
半
数
ヒ
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
脳

ト
レ
を
・
王
円
的
に
仲
間
と
の
情
報
交
換
の
場
と
ー
二
、

月
り
】
回
の
定
例
会
を
楽
し
み
に
活
動
し
て
お
り
ま
す

な
お
、
日
月
は
秋
の
大
会
を
計
画
し
て
お
り
、
定
例

会
の
他
、
T
V
で
の
岡
碁
フ
す
ー
カ
ス
、
囲
碁
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
視
聴
な
レ
J
て
各
日
優
勝
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
〔
－

ち
な
み
に
、
春
の
大
会
結
果
で
は
有
馬
紀
夫
さ
ん

が
優
勝
、
岡
部
功
き
ん
が
準
優
勝
し
て
い
ま
す
′

議
車
審
議
の
結
果
、
吋
沈
承
認
さ
れ
ま
し
た
　
そ

の
佐
用
食
会
に
入
り
、
お
互
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
▲

様穣会例

◆
会
津
電
友
会

◎
総
会
開
催

・
実
施
月
日
　
平
成
半
年
7
月
4
日

・
実
施
場
所
　
会
津
迎
賓
館

・
参
加
者
人
数
　
2
3
名

・
会
長
が
日
頃
の
御
礼
と
感
謝
を
述
べ
た
後
、
斤
藤

政
夫
電
友
会
福
島
支
部
長
か
ら
、
県
内
の
状
況
等
の

講
話
が
あ
り
ま
し
た
■

・
来
賓
挨
拶

N
T
T
東
日
本
福
島
会
津
エ
リ
ア
支
店
長
渡
辺
宣

幸
枝
か
ら
　
「
N
T
T
の
［
収
新
情
報
」
　
に
つ
い
て
講
話

を
い
た
た
き
ま
し
た

N
T
T
労
働
組
合
退
職
者
の
会
串
務
局
長
室
井
喜

代
勝
頼
か
ら
は
、
心
温
ま
る
連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ

葺
こ
ま
し
た

◎
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
開
催

平
成
四
年
川
月
2
3
日
、
会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
に
於
い
て
N
T
T
と
O
B
2
周
作
共
催
に
よ
り

封
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
一

は
じ
め
に
、
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
会
津
地
区

協
議
会
鈴
木
尚
栄
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
延
べ
、

続
い
て
主
催
音
を
代
表
し
て
N
T
T
東
日
本
－
東
北

福
鳥
支
店
会
津
営
業
支
店
長
渡
辺
宣
幸
様
よ
り
、
O

B
に
対
す
る
日
頃
の
感
謝
と
N
T
T
の
‖
堪
和
動
′
回
等



各地区電友会だより（福島）

NTT福島クループ
OB・OG交流会開催

新入会員募集しています
電友会では、常時、新会員の受付をしています。

皆さんのご友人で入会されていない方がおいでになりましたら、

ぜひ、入会を勧めていただきますようお願いいたします。

【お問合せ・連絡先】

電友会東北地方本部　電話（022）212．1443

5ユ

の
こ
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
来
賓
を
代
表
し
て
、
N
T
T
労
組
福
島
県
域

分
会
会
津
若
松
部
会
長
羽
染
啓
様
の
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

続
い
て
会
津
電
友
会
幹
事
高
橋
賢
作
さ
ん
の
発
声

で
乾
杯
し
、
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
2
時
間
が
経
ち
、
閉
会
の
こ
と

ば
を
石
橋
会
津
電
友
会
会
長
が
述
べ
、
盛
会
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
さ
く
ら
会
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

伽
平
成
2
9
年
1
月
2
9
日
、
福
島
県
日
中
友
好
新
春
の

集
い
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
若
林
広
子
他
2
名
が

♪
月
の
夜
は
・
ア
ロ
ハ
ウ
ク
レ
レ
等
を
披
露
し
ま
し

た
〔
、
踊
り
手
の
表
情
に
「
元
気
が
で
ま
し
た
」
と
喜

ば
れ
ま
し
た
。

闇
総
会
と
勉
強
会

総
会
は
4
月
2
6
日
、
6
名
参
加
（
、
勉
強
会
は
3
月

か
ら
6
月
で
7
回
　
延
べ
3
5
人
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
会
津
電
友
会
の
鈴
木
キ
イ

子
さ
ん
が
『
会
津
め
で
た
』
を
独
昭
　
次
に
喜
多
方

地
区
の
遠
藤
久
．
い
き
ん
が
詩
吟
を
吟
じ
ら
れ
、
夫
々

拍
手
大
喝
采
で
し
た


